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研究成果の概要 

 

本研究では、「健康行動セキュリティ」という概念に基づき、① 人間の健康的な行動や生活習慣

を資産、② 人間の認知バイアスや嗜好の偏りを脆弱性、③ 不健康な行動の選択を誘発する情

報提示を脅威とみなし、不健康な行動の継続というリスクを回避しつつ、健康を維持・回復できるよ

う人々をエンパワーするための ICT基盤技術とその方法論の確立を目指している。 

2022年度は、特に重要と認識された３つのシナリオ (1) 孤食の多い大学生の食習慣改善、(2) 

デジタル機器の使用による注意力散漫の抑制、(3) フレイル予備軍の高齢者の転倒予防を対象と

して、それぞれの課題解決に寄与する行動変容支援システムとそれを支える基盤技術の研究を進

めた。 (1) に関しては、箸型センサによる細かな食事行動センシングと生活空間に飾られたデジ

タルキャンバスによる絵を用いたフィードバックによりバランスの良い食生活を促進するインタラクテ

ィブシステム eat2pic [1]や，香りの提示により飲料の甘味を増幅するマグカップ型インタフェース

Aromug [2]の研究を進めた。(2) に関しては、心理的脆弱性を利用してユーザの注意を捕捉する

欺瞞的な UIデザイン（ダークパターン）に対する新たな防御戦略として、作業中のメインタスクとは

関係のないアプリやサイト閲覧時の画面から色彩をフィルタリングするための基盤ソフトウェア

color-wall [3]の開発と評価を行なった。(3) に関しては、高齢者の転倒防止に効果があるリハビリ

運動である棒体操を単一の IMUセンサのみを用いて自動トラッキングする手法の開発と評価[4]を

行なった。また、対象者のプライバシーを保護しながら健康行動セキュリティのための支援を提供

するべく、プライバシー保護とデータの有用性の両立のための重み付きノイズ付与手法を提案し、

基礎評価を進めた。これらの活動により、2編の国際論文誌と 3編の国際会議論文の成果が得ら

れた。また、本研究の全体的な取り組みに関して、国内研究会で 2件の招待講演を行なった。 
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